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2017年７月５日　第 322 号

6/19青森市の抗議集会に120名

軍事パレードに抗議する平和委員会

6/17弘前市の抗議集会

あいさつする諏訪代表委員

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

■
退
職
し
て
も
、
５
年
間
は
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
の
中

に
な
っ
た
。
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
を
ど
う
過
ご
す
か
は
悩
ま
し

い
問
題
だ
。
年
金
が
出
な
い
の

で
、
ま
っ
た
く
何
も
せ
ず
収
入

が
な
い
状
態
で
退
職
金
を
食
い

つ
ぶ
す
と
い
う
選
択
肢
は
な
か

な
か
と
れ
な
い
。
か
と
い
っ

て
、
60
を
過
ぎ
て
、
安
月
給
で

自
分
が
使
っ
て
き
た
人
た
ち
に

あ
ご
で
使
わ
れ
る
の
は
気
乗
り

が
し
な
い
。
本
当
に
嫌
な
老
後

を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
な
っ
た
。「
働
け
る
だ

け
い
い
で
す
よ
。
働
か
せ
て
も

ら
え
な
い
人
も
い
ま
す
か
ら
」

と
慰
め
ら
れ
て
も
、
気
持
ち
は

も
や
も
や
し
た
ま
ま
だ
。
■
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
西
海
岸
に
パ

ー
ス
と
い
う
都
市
が
あ
る
。
大

学
時
代
そ
の
町
に
行
っ
て
驚
い

た
。
昼
は
大
勢
の
人
が
集
ま
る

繁
華
街
に
、
夕
方
人
っ
子
ひ
と

り
い
な
い
。
な
ぜ
か
問
う
と
、

「
６
時
か
ら
は
親
子
の
時
間
で

す
か
ら
、
み
ん
な
自
宅
に
帰

り
、
家
族
で
食
事
を
し
て
い
る

ん
で
す
。」
と
の
返
事
。
私
は
、

唖
然
と
し
た
。
こ
の
町
に
は
残

業
が
な
い
。
家
族
の
た
め
、
人

生
を
楽
し
む
た
め
に
全
て
の
人

が
生
活
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の

衝
撃
が
、
私
の
人
生
観
を
変
え

た
。
人
生
は
楽
し
む
た
め
の
も

の
。
お
金
は
そ
の
た
め
の
も

の
。
し
か
し
、
日
本
で
は
そ
の

常
識
は
通
用
し
な
い
。
こ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、
老
い
も
若
き

も
本
当
に
人
生
を
楽
し
む
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
ま
り
に
嫌
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
今
だ
か
ら
特
に
。　
（
多
夢
）

憲
法
９
条
改
悪
反
対
！

自
衛
隊
員
の
命
を
守
れ
！

原
発
・
核
燃
か
ら
の
撤
退

六
ヶ
所
に
試
験
地
下
空
洞

●
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

と
き　

７
月
16
日
㈰
12
時

と
こ
ろ　

大
間
町
・
大
間
原

発
隣
接
地

●
日
本
母
親
大
会

と
き　

８
月
19
㈯
・
20
日
㈰

と
こ
ろ　

盛
岡
市

●
第
29
回
県
労
連
定
期
大
会

と
き　

８
月
26
日
㈯
10
時

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
青
森

案
件　

①
運
動
方
針
案

　
　
　

②
決
算
・
予
算
案

　
　
　

③
役
員
改
選

当
面
の
日
程

　

６
月
15
日
、
安
倍
政
権
は
参

院
本
会
議
で
委
員
会
採
決
を
省

略
し
て
「
中
間
報
告
」
の
形
で

強
行
採
決
を
し
ま
し
た
。
強
行

採
決
し
た
背
景
に
は
、
東
京
都

議
選
挙
へ
の
影
響
を
考
慮
し

て
、
共
謀
罪
と
安
倍
首
相
の
腹

心
の
友
の
加
計
学
園
の
獣
医
学

部
の
新
設
問
題
を
追
及
さ
れ
る

　
５
月
末
に
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ

Ｋ
Ｏ
か
ら
撤
退
し
た
ば
か
り
の

青
森
の
陸
自
第
９
師
団
は
、
創

立
55
周
年
、
青
森
駐
屯
地
創
立

66
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
６

月
３
日
、
青
い
海
公
園
な
ど
で

武
器
の
展
示
、
野
外
音
楽
演
奏
、

新
町
商
店
街
の
市
中
軍
事
パ
レ

ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
青
森
県

平
和
委
員
会
は
、
各
団
体
に
呼

び
か
け
、
約
30
名
が
集
ま
り
、

「
安
倍
首
相
の
改
憲
反
対
、
自

衛
隊
を
戦
場
に
送
る
な
、
自
衛

隊
員
の
命
を
守
れ
」
と
書
い
た

プ
ラ
カ
ー
ド
や
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ

け
て
、
無
言
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　
４
０
０
名
以
上
の
自
衛
隊
員

が
参
加
し
、
自
衛
隊
員
の
警
備

や
警
察
の
警
備
も
あ
り
、
物
々

し
い
雰
囲
気
で
し
た
。
行
進
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
は
部
隊
の
任
務

を
説
明
。
バ
イ
ク
部
隊
は
情
報

収
集
の
任
務
に
あ
た
っ
て
い
る

な
ど
と
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

ま
た
行
進
に
は
陸
海
空
の
そ
れ

ぞ
れ
の
音
楽
隊
、
岩
手
、
秋
田

県
か
ら
も
参
加
し
て
い
る
の
で

こ
と
を
恐
れ
て
強
行
し
た
も
の

で
す
。

　

国
会
論
戦
の
中
で
共
謀
罪

は
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ロ

対
策
の
た
め
」
「
個
人
は
対
象

に
な
ら
な
い
」
「
国
際
組
織
犯

罪
防
止
条
約
の
批
准
の
た
め
」

と
い
う
政
府
の
論
拠
は
否
定
さ

れ
ま
し
た
。
強
行
成
立
後
の
世

論
調
査
で
は
、
「
強
行
採
決
に

反
対
」
65
％
（
Ｎ
Ｎ
Ｎ
）
、

「
国
民
に
説
明
不
十
分
」
80
％

（
読
売
新
聞
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

共
謀
罪
は
思
想
・
良
心
の
自

由
を
保
障
し
た
憲
法
19
条
違
反

で
あ
り
、
戦
前
の
治
安
維
持
法

の
再
来
と
言
わ
れ
、
日
弁
連
の

52
の
地
方
弁
護
士
会
す
べ
て
が

反
対
す
る
な
ど
多
く
の
国
民
が

反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連

の
ケ
ナ
タ
ッ
チ
特
別
報
告
者

が
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現

の
自
由
を
制
約
す
る
」
と
し
て

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

軍
事
パ
レ
ー
ド
は
、
安
倍
首
相

の
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
宣
伝

で
、
市
民
へ
の
宣
伝
、
浸
透
を

は
か
り
戦
争
の
機
運
を
高
め
る

も
の
で
、
平
和
憲
法
と
は
相
い

れ
ま
せ
ん
。（
県
平
和
委
員
会

事
務
局
長
・
大
宮
慶
作
）

「加計学園」隠しの共謀罪
 強行採決！

懸
念
、
政
府
に
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

　

県
内
で
も
共
謀
罪
反
対
運
動

が
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

　
６
月
17
日
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
の

学
習
会
・
総
会
が
開
催
さ
れ
県

内
各
地
か
ら
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
で
共
産
党
国
会
議

員
秘
書
の
薄
木
正
治
氏
と
向
直

也
氏
が
、「
巨
額
の
事
故
、
廃

炉
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
、
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
・
試
験
空
洞

の
意
味
す
る
も
の
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
原

発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
は
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
し

て
地
層
処
分
し
、
そ
の
他
の
低

レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
内
、
比
較
的

レ
ベ
ル
の
高
い
廃
棄
物(

原
子

炉
内
の
制
御
棒
等)

は
、
地
下

70
ｍ
以
上
の
「
中
深
度
処
分
」

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
、
六
ヶ
所
村
原

燃
施
設
内
に
「
中
深
度
処
分
」

の
た
め
の
地
下
空
洞
（
深
度

１
０
０
ⅿ

 
）
が
建
設
さ
れ
、
試

験
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
海
・
浜
岡
・
敦
賀
・
美
浜
・

島
根
・
玄
海
原
子
力
発
電
所
の

８
基
は
廃
炉
が
確
定
、
さ
ら
に

福
島
原
発
４
基
な
ど
の
原
子
炉

容
器
内
の
制
御
棒
等
の
レ
ベ
ル

の
高
い
放
射
性
廃
棄
物
が
、
六

ヶ
所
村
の
地
下
空
洞
に
集
中
処

分
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

　
原
発
・
核
燃
か
ら
の
撤
退
の

運
動
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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第320回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。氏
名
、住
所
、組
合

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。余

白
に
職
場
の
様
子
や
最
近
の

出
来
事
な
ど
を
、お
よ
せ
く

だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
締
切
＝
８
月
15
日

●
発
表
＝
９
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
は
欄
外

に
表
記
。「
第
320
回
ま
ち
が
い
さ

が
し
」係
り
ま
で
。

第
318
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》①
父
親
の
左
手
の

持
ち
物
②
娘
の
エ
プ
ロ
ン
③

ポ
ッ
ト
の
注
ぎ
口
④
母
親
の

左
足
の
ス
リ
ッ
パ
⑤
ケ
ー
キ

の
上
の
飾
り
⑥
母
親
の
首
回

り
⑦
息
子
の
衣
服
の
丈

《
当
選
者
》22
通
の
応
募
で

し
た
。当
選
者

は
次
の
方
々

で
す
。鎌
田
文

子
（
年
金
者
組

合
）、渋
谷
喜
好

（
全
労
働
）、坪

美
智
子
（
サ
ン

ヨ
ー
）、室
瀬
和

子
（
年
金
者
組

合
）、三
上
恵
美

（
県
教
組
）

共
謀
罪
は
絶
対

成
立
さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
！

安
倍
総
理
は
カ
ケ
（
加
計
）
だ

の
モ
リ
（
森
友
）
だ
の
と
そ
ば

屋
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
何
千
億

円
も
の
ば
ら
ま
き
を
ウ
ヤ
ム
ヤ

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
腹
が

立
つ
こ
と
は
な
は
だ
し
い
。（
鎌

田
文
子
・
年
金
者
組
合
）。

ふ
と
気
づ
い
た
ら

６
月
か
ら
値
上
が
り
し
て
い
ま

を
突
破
し
ま
し
た
。
同
連
絡
会

は
月
１
回
の
統
一
行
動
に
取
り

組
み
、
原
爆
被
害
者
の
会
か
ら

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

県
生
協
連
は
６
月
15
日
か
ら

３
日
間
、
県
内
生
協
15
店
舗
で

署
名
活
動
に
取
り
組
み
、
職
員

や
組
合
員
１
２
８
名
が
参
加
、

１
５
２
３
名
が
署
名
し
ま
し
た
。

　

青
森
市
で
は
原
水
協
を
中
心

に
地
域
署
名
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
６
月
18
日
に
15
名

　

６
月
15
日
か
ら
７
月
７
日
に

か
け
て
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条

約
に
か
か
わ
る
第
２
会
期
が
開

催
さ
れ
、
日
本
被
団
協
や
日
本

原
水
協
な
ど
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
日
本
代
表
団
は
、
約

３
０
０
万
筆
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
を
ホ
ワ
イ
ト
議
長
（
コ

ス
タ
リ
カ
）
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
署
名
は
38
カ
国
で
取
り

組
ま
れ
、
青
森
県
で
は
昨
年

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

進
め
る
青
森
県
連
絡
会
」（
事

務
局
：
県
生
協
連
）
を
結
成
、

２
０
２
０
年
９
月
ま
で
県
内

20
万
筆
を
目
標
に
各
地
域
・
各

団
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

６
月
23
日
現
在
、
５
万
１
千
筆

す
ね
。
ハ
ガ
キ
に
ビ
ー
ル
・
・
。

労
働
者
の
わ
ず
か
な
楽
し
み
を

取
り
上
げ
な
い
で
ほ
し
い
で
す

ね
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま
り
）

先
日
�
権
現
崎

の
ゴ
ト
ゴ
ト
へ
ホ
ッ
ケ
釣
り
に

行
き
ま
し
た
が
、
釣
果
な
し
で

し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
数
は
少

な
い
が
良
型
の
ホ
ッ
ケ
が
釣
れ

る
の
に
な
あ
！
（
工
藤
順
勝
・

私
教
連
）

野
菜
の
種
や
苗

を
買
っ
た
の
で
す
が
畑
の
準
備

が
出
来
ず
、
杉
菜
が
30
㎝
く
ら

い
ま
で
も
伸
び
て
し
ま
い
ま
し

た
。
早
く
植
え
な
け
れ
ば
と
あ

せ
っ
て
い
ま
す
。（
柳
谷
光
子
・

年
金
者
組
合
）

還
暦
野
球

に
参
加
し
て
四
球
で
出
て
、
味

方
の
ヒ
ッ
ト
で
一
塁
か
ら
一
気

に
ホ
ー
ム
ま
で
一
生
懸
命
走
っ

て
き
ま
し
た
。
仲
間
か
ら
ス
ロ

ー
ビ
デ
オ
を
見
て
い
る
み
た
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
本
人
は
カ

モ
シ
カ
の
よ
う
に
走
っ
た
つ
も

り
で
し
た
が
。 

（
渋
谷
喜
好
・

全
労
働
）

家
庭
菜
園

を
始
め
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
葉
物
野
菜
、

白
か
ぶ
等
の
収
穫
が
楽
し
み
で

す
。
し
か
し
、
庭
で
は
二
〇
〇

坪
の
敷
地
の
雑
草
と
の
闘
い
、

家
で
は
妻
と
の
闘
い
、
社
会
で

は
ア
ベ
政
治
と
の
闘
い
と
元
体

育
教
師
の
私
に
課
せ
ら
れ
た
の

は
闘
い
の
日
々
の
よ
う
で
す
。

嬉
し
い
こ
と
は
５
月
に
４
人
目

の
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。（
中

道
博
章
・
年
金
者
組
合
）

今
年
も

平
和
大
行
進
の
時
季
に
な
っ

た
。
今
年
も
行
こ
う
。
し
み
じ

み
と
平
和
が
大
切
。
こ
の
ご
ろ

感
じ
る
。（
千
葉
美
千
代
・
年

金
者
組
合
）

ホ
ヤ
と
ビ
�
ル

を
一
緒
に
飲
む
と
舌
が
変
に
な

る
の
で
、
好
き
で
す
。（
下
山

智
裕
・
弘
大
職
組
）

結
婚
し
て
７
年
目

夫
婦
仲
良
く
く
ら
し
て
い
る
。

メ
ー
デ
ー
で
戦
争
反
対
と
デ
モ

行
進
し
た
。（
成
田
夏
彦
・
年

金
者
組
合
）

ゴ
�
ル
デ
ン
ウ
�
�
ク

前
日
に
会
社
の
大
掃
除
を
全
員

で
し
ま
し
た
。（
坪
美
智
子
・

サ
ン
ヨ
ー
）

こ
れ
か
ら

山
菜
の
い
い
季
節
で
す
ね
。（
起

田
富
子
・
年
金
者
組
合
）

　

６
月
４
日
、
国
民
平
和
大
行

進
の
引
き
継
ぎ
集
会
が
青
森
市

で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
合
唱
団
の
歌
声
が
響
く
中

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

谷
崎
原
水
協
会
長
は
、
核
兵
器

禁
止
条
約
を
論
議
す
る
国
際
会

議
に
日
本
政
府
が
欠
席
し
た
こ

と
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
恥

ず
べ
き
行
為
で
あ
る
と
批
判
し

ま
し
た
。

　

日
本
海
コ
ー
ス
は
５
日
か
ら

津
軽
地
方
を
行
進
、
各
自
治
体

を
訪
問
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
。
新
た
に
外
ケ
浜
町
・
今
別

町
・
板
柳
町
・
藤
崎
町
・
大
鰐

町
・
黒
石
市
・
平
川
市
の
首
長

が
署
名
、
外
ヶ
浜
町
・
今
別

町
・
大
鰐
町
で
は
教
育
長
も
署

名
し
ま
し
た
。
８
日
に
秋
田
県

に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

太
平
洋
コ
ー
ス
は
７
日
か
ら

南
部
地
方
を
デ
モ
行
進
、
自
治

体
を
訪
問
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
を
要
請
し
ま
し
た
。
新
た

に
横
浜
町
・
野
辺
地
町
・
東
北

町
・
南
部
町
・
新
郷
村
・
五
戸

町
・
大
間
町
・
八
戸
市
の
首
長

街
頭
で
の
統
一
行
動

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

県
内
五
万
筆
達
成

核
兵
器
禁
止
条
約
成
立
を

― 

国
民
平
和
大
行
進 

―

教
え
子
を
再
び
戦
場
に

送
る
な 

県
教
組
・
高
教
組
定
期
大
会

が
参
加
し
て
小
柳
市
営
団
地
に

事
前
に
署
名
用
紙
を
配
付
し
て

行
動
、
89
筆
を
集
約
し
ま
し
た
。

次
は
７
月
15
日
、
桜
川
団
地
で

行
動
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

高
教
組
大
会
で
あ
い
さ
つ

酒
田
委
員
長

浅
虫
で
開
催
し
た
県
教
組
大
会

青
森
市
内
で
の
パ
レ
ー
ド

　

安
倍
首
相
は
、
憲
法
記
念
日

の
５
月
３
日
に
憲
法
９
条
に
自

衛
隊
を
明
記
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
施
行
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
自
衛
隊
を
戦
場
に
派
兵
、

日
本
を
戦
争
す
る
国
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
政
府
は
、

亡
霊
の
よ
う
な
教
育
勅
語
を
復

活
、
学
校
で
教
え
る
こ
と
も
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
教
組
・
高
教
組
は
、
組
合

結
成
以
来
一
貫
し
て
「
教
え
子

を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」
と
運

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
教
組
は
６
月
17
日
、
定
期

大
会
を
開
催
、
３
０
０
名
対

話
・
30
名
拡
大
、
総
合
共
済

１
０
０
名
拡
大
、
改
憲
阻
止
、

核
兵
器
廃
絶
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
、
長
時
間
労
働
の

解
消
な
ど
の
方
針
を
確
認
、
書

が
署
名
、
八
戸
市
・
五
戸
町
・

新
郷
村
で
は
教
育
長
も
署
名
し

ま
し
た
。
県
全
体
で
は
40
自
治

体
中
28
自
治
体
の
首
長
と
６
自

治
体
の
教
育
長
が
署
名
し
た
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

記
長
に
逢
坂
拓
さ
ん
を
再
任
し

終
了
し
ま
し
た
。

　

県
教
組
は
６
月
24
日
、
定
期

大
会
を
開
催
、
①
組
織
の
拡

大
・
強
化
②
改
憲
阻
止
、
戦
争

法
・
共
謀
罪
廃
止
③
原
発
・
核

燃
か
ら
の
撤
退
④
学
力
テ
ス
ト

反
対
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
⑤

給
与
改
善
な
ど
の
方
針
を
採
択
、

小
鹿
和
男
さ
ん
を
新
書
記
長
に

選
出
し
ま
し
た
。


